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研究成果の概要（和文）： 
 この研究の結果、外国人観光者と日本人観光者の動機や行動が異なっていることを確認
し、外国人観光者の増加は観光産業や観光地にイノベーションを起こす可能性を持ってい
ることを明らかにした。一方、需要の地域的偏りもあり、このようなイノベーションは一
部の地域や企業に限定され、そこで「インバウンド・クラスター」が形成されるといえよ
う。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 This research has shown that foreign and Japanese tourists have different motives 
and patterns of behavior and therefore the potential to induce innovations in tourist 
destinations and industries. However, due to the regional unbalanced distribution of 
foreign tourists, these innovations are restricted to some areas and enterprises, which 
could be called “inbound clusters”. 
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１．研究開始当初の背景 
国際観光は経済危機や流行病の影響を除け
ば著しく発展している。このような成長の背
景に、観光地や観光産業における数多くのイ
ノベーションがある。日本の場合、訪日外国
人旅行者数は 1964 年以降増加傾向にあるが、
それに関連する観光研究は旅行者行動分析、
目的地選択分析を行い、または誘致成功事例
の紹介する内容の文献が多い。つまり、観光

地をイノベーションの場として把握し、イノ
ベーションの要因、アクター、過程を分析す
る研究は英語圏でこれから増加する見通し
であるが、日本ではほとんどみられない。ま
た、2010 年は日本政府が進めているビジッ
ト・ジャパン・キャンペーン（以下 VJC）の
目標年次となり、その政策の数値的な目標達
成ではなく、観光地への影響を評価するには
適切な時点であるといえよう。そこで外国人
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旅行者や、外国観光産業を受け入れることに
より観光地で発進するイノベーション過程
を明らかにし、ローカル・スケールに進む変
化と、ナショナル・スケールで実施される日
本政府のインバウンド推進政策と、グローバ
ル・スケールで起こる国際観光市場の変更を
関連付けるため、本研究に着想した。 
 
２．研究の目的 
日本国内観光地の多くが 1960 年代から発展
したため、現在、観光地の再構築が重要な課
題となり、行政や民間企業、観光地住民によ
るイノベーションが問われる。一方、日本政
府は観光立国計画やビジット・ジャパン・キ
ャンペーンでインバウンド観光を推進し、外
国人旅行者が確実に増え、国内観光を多様化
させている。観光地は言語環境の整備、新た
な宿泊施設の提供、通訳ガイドの育成など、
様々なイノベーションに取り組み、外国人旅
行者を受け入れている。そこで本研究は外国
人旅行者の増加が日本の観光地に起こした
変更を分析し、イノベーションのメカニズ 
ムを明らかにし、停滞または衰退からの脱出
を可能とする要因を見つけ出すことを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
（１）観光需要の多様化を確認するために、
日本人・外国人旅行者の観光動機、観光行動
に関するアンケートを日本語、英語、韓国語、
中国語で実施した。飛騨高山 410 人、別府 246
人、宮島 370 人から回答を得た。 
（２）個別イノベーションの分析と整理のた
めに、イノベーションに関連する先行研究に
基づく分類を行った。観光地におけるイノベ
ーションの様々なアクター（観光産業、観光
地行政など）の聞き取り調査を行政、観光協
会、宿泊施設を中心に実施した。また、観光
産業のアンケート調査を行い、飛騨高山 100
件、別府 48 件、宮島 60 件から回答を得た。 
（３）イノベーションのネットワーク化を分
析：行政資料、新聞記事などからイノベーシ
ョン波及課程を確認した。 
（４）日本政府のインバウンド観光政策の成
果を分析するために、専門家グループなどが
持つ直観的意見を収束するデルファイ法を
活用する予定であったが、経済危機や、東日
本大震災と福島原発事故によりインバウン
ド観光が不安定になり、評価することが難し
い時期であったため、この部分を断念した。 
（５）調査場所：飛騨高山（岐阜県）、別府
（大分県）、宮島（広島県）、一部奈良（奈良
県） 
 
４．研究成果 
（１）統計資料の分析から、インバウンド観
光が非常に不安定な現象であり、その上に空

間的に偏り、一部の地域や場所に集中してい
ることを確認した。 
 
（２）観光者を対象にしたアンケート調査か
ら、日本人と外国人、または各地域からの外
国人の間に観光動機、観光の好みや実際の行
動が異なっていることを確かめ、その差は男
女、年齢などによる差より有意であった。 
 以下のグラフは高山で実施した調査結果の
一部であるが、アンケート調査では、「旅行
で重視すること」を訪ねた。 

 
注：* 0.05 で、 ** 0,01 で有意差がある
項目（分散分析、Kruskall-Wallis 検定） 
（無回答を除く） 
 
 このグラフで表している調査票言語別の
結果を見ると、以下のようになる： 
「英語」の平均値が高い項目：「旅行先の出
会いや交流したい」 
「中国韓国語」の平均値が高い項目：「スポ
ーツや運動を楽しみたい」、「自然とふれあい
たい」、「古い遺跡や歴史的な建物をみたい」 
「英語」と「中国韓国語」の平均値がともに
高い項目：「新しい体験をしたい」 
「日本語」と「中国韓国語」の平均値がとも
に高い項目：「家族や子供と楽しい時間を過
ごしたい」、「友人や交際相手と一緒に過ごし
たい」、「リラックスして日ごろの疲れを癒し
たい」、「景色を楽しみたい」 
  まとめると、英語の回答者は出会いや体験
を重視し、中国韓国の回答者は自然や歴史的
建物という観光資源を重視する。また、日本
語と中国韓国語の回答者はともに旅行でリ
ラックスして、日ごろあまり一緒に時間を過
ごせない家族や相手との交流を大切に思っ
ている。 
 他の調査地域や調査項目においても、この
ような差が見られた。 
 



（３）調査対象地域について、インバウンド
観光の成長パターンが異なっている。 
 以下のグラフは調査地域の外国人旅行者
数の推移を表している。別府は韓国からの旅
行者が大部分を占めているが、2008 年のリー
マンショックから始まる経済危機の影響を
強く受けている。高山の場合、外国人宿泊者
は全体宿泊者の 13.6％(2010 年)を占め、宿
泊産業の安定に貢献している。宮島では、
1997 年から 2010 年まで 3.3 倍に増加し、全
国平均を上回っている。 
 
 

  
 このような異なった推移にもとづいて、各
観光地の再構築におけるインバウンド観光
の機能も異なっている。 
・高山：欧米の個人外国人旅行者とアジアか
らの団体は交通網の発展に左右される国内
市場を安定させる。 

 ・宮島：外国人旅行者は小規模宿泊施設の
重要なニッチ市場となる；個人旅行者の市場
を多様化させている。 

 ・別府：衰退する温泉地と大規模宿泊施設
の活性化につながる；国際大学との強い関係 
 

 （４）観光産業におけるイノベーションに
ついて、観光に零細企業が多いことがイノベ
ーションの障害と見なされている。しかし、
調査の結果、官民の協力、民間のサービス事
業、国際的な教育施設による支援などがイノ
ベーションを可能にすることが明らかにな
った。また、インバウンド観光は小規模施設
のニッチ市場となりえる例も多く発見した。

 日本におけるインバウンド観光は国内市場
を多様化させ、イノベーションにつながる可
能性を有しているといえる。しかし、このよ
うな変化は一部の観光地、またはその中で観
光産業の一部に限られて起こると思われる。 
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